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株式会社アイセック・ジャパンの代表をしております一瀬で
ございます。

弊社は創業以来、聴覚に障害をお持ちの方を支援するため
に「声を文字にして、世界へ」をスローガンとして活動してき
ております。

今回は、昨年情報通信機構の情報バリアフリー助成金をう
けて行った「聴覚障がい者向けライブ字幕サービス」につい
て、成果報告を行います。
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まず最初に株式会社アイセック・ジャパンのご紹介をさせてい
ただきます。

2008年9月に、沖縄県ベンチャー育成連携事業の採択を受
け、社会貢献型企業として設立いたしました。

2012年には、日経ビジネス誌の「日本を救う次世代ベンチャ
ー100」の1社として選ばれました。

アイセック・グループは、沖縄県うるま市に本社を置く、株式会
社アイセック・ジャパンとその子会社で福井県若狭町に本社を
置く株式会社アイセック・福井、遠隔手話を提供する株式会社
シュアールさまと設立した合同会社シーコミュの3社で構成さ
れております。

現在、「Ai-mimi」サービスを提供できるのは、沖縄ではうるま
とやんばるの2か所のセンター、福井では若狭センターの合計
3か所となっております。

グループ社員は全員で41名です。



アイセック・グループでは、聴覚バリアフリー社会の実現を
目指しております。

現在、障碍者手帳を持つ聴覚障害者は36万人程度と言われ
ておりますが、手話がわかる人はそのうちの7万人程度で、
大部分の方はコミュニケーションは文字に頼っております。

さらに高齢化が進む日本では、2018年の日本補聴器工業会
の調べでは、全人口の11.3％、約1420万人の人が聴覚に
異常を感じています。

したがって、コミュニケーションに文字が必要な聴覚障害者が
圧倒的に多いということが現実です。
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弊社は長年にわたり、聴覚障碍者の支援サービスとして、全
面的に人手による遠隔文字通訳サービス「e-ミミ」を提供し
てまいりました。

しかしながら、要約ではなく全文文字通訳を実現するために
は、非常に高速のタイピング技術と、2人のオペレーターによ
る連係入力という手法を生み出して対応してまいりました。

非常に高いスキルと集中力が必要なため、文字通訳オペレー
ターを育成するためには、非常に長い期間が必要なことと、
誰でもができるようになる技術ではないため、人材の確保が
難しいという課題がありました。
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実際の「e-ミミ」サービスの展開エリアとして4つあります。

１つは、議会のライブ字幕です。佐賀県武雄市議会で日本初のライブ字
幕として採用され、福井県議会、千代田区議会、そして、今年から
港区議会でも採用されております。
港区議会では、日本初の議会のライブ映像に、同時に手話通訳とライ
ブ字幕を載せて配信しております。

2つ目は、高校や大学の授業での利用です。都立のつばさ総合高校や
筑波技術大学の授業で使用していただいておりましたが、今年からは
「Ai-mimi」の実証実験を兼ねて沖縄大学と武庫川女子大学で利用し
ていただいております。
両大学とも音声認識ツールを使っておられましたが、どうしても対応
が十分でない教科があり、重点授業として弊社の「Ai-mimi」の実証実
験に参加いただいており、このレベルの情報保障が必要であったとの
高い評価をいただいております。

各種イベントでは、コロナ過の中、ほとんどが中止されオンラインイベ
ントに代わってきております。その中でも、音声認識では正確な情報が
伝えられないと、弊社の「Ai-mimi」の利用が増えてきております。

テレビラジオの放送字幕については、昨年の12月に福井放送、今年の
1～2月にかけてテレビ愛知で実証実験を行いました。
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高等教育の授業支援ということでは、H24年に沖縄県立南
風原高校での支援を皮切りに、筑波技術大学など、多くの
大学・高校で活用されております。
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また、議会についても佐賀県武雄市議会の「開かれた議会」
への取り組みに始まり、福井県議会、千代田区議会に続い
て、今年から港区議会でも開始されました。
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今年の2月からは、港区議会での議会中継へのライブ字幕の
表出が開始されました。

ライブ中継上にライブ字幕が表示されることで、ますます
聴覚障碍者の方への「開かれた議会」への取り組みが進んで
おります。
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令和1年度では引き続き、高校・大学・講演会・議会の情報
保障を続けるのに加え、放送字幕分野に力を入れました。
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２ndスクリーン方式でのライブ字幕も昨年の実証実験では、
手入力ではなく音声認識とのハイブリッドで実施しました。
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マニュアルライブ字幕とAI字幕の間に位置するハイブリッド
字幕は、AI字幕では防げない誤訳による放送事故を、人手で
補うことで精度高い字幕を映像とほぼ同時に提供することが
できます。
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昨年の12月の福井放送、今年1月のテレビ愛知での実証実
験では、2つの方式でAIハイブリッド字幕を提供しました。

タイプRはテレビの音声をオペレーターがリスピークして
音声認識に欠けることで、音声認識の精度を高めることが
できます。

タイプDでは、アナウンサーなどの音声が明瞭な場合は、
ダイレクトに音声認識に欠けることで労力を少なくし、誤字
・誤訳の修正に集中し精度を高めております。
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実際の実証実験の結果は資料の通りで、まだ完全に人手で
字幕を提供することには少し劣っているが、今後の実用化
はかなり見えてきております。

今年に入って、大学でAIとのハイブリッド字幕の実験が
始まっております。
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新しく開発された、遠隔情報保障サービスとして、「Ai-
mimi」があります。

「Ai-mimi」では、情報保障の文字配信を人手にだけ頼るの
ではなく、AIによる音声認識と人がハイブリッドに対応する
ことで、「より早く、より正確に、より安価に」を実現すること
を目標としております。
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A)のライブ字幕（オペレーターによる入力型）では、今まで
の人手による情報保障になりますが、利用者からは、同じ
画面を使って他の方式とシームレスに使えるというメリット
があります。

利用者にとって、より正確な文字通訳が必要となる重要な
授業や会議では、まだまだ音声認識だけでは不安もありま
すが、高い評価と実績のある文字通訳者による情報保障を
受けられるというメリットがあります。
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B)のライブ字幕（AIとオペレーターとのハイブリッド型）で
は、今後進化していくであろう音声認識技術を使い、それの
不足している点を人手によって補うということで、「速さ、
正確性」をより重視できることとなります。
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C)のライブ字幕（AI型）では、聴覚障害者である利用者が
より容易に文字情報を受けることができます。特に現場に
補助者がいるようなケースでは、音声認識の間違いについ
ても補助者から指摘することで、再度、日本語化をしたり、
修正をかけたりすることができるので、「容易さ」に重点を
置いた使い方ができます。
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